
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  日 時 行  事 

１２月 １５日（月） 定例会議 

１２月 ２３日（火） クリスマス会 

１２月 ２４日（水）  冬休み 

１２月 ２７日（土） もちつき大会 

１２月３０日（火）～１月４日（日） はじめのいっぽ お正月休み 

 記：山本 寿果 

 寿果 

２０２５年１１月２７日 

日 

３０日 

日 

２０２５年度 No.８ 

 

  

 

 

はじめのいっぽ 

 
 今年も残すところ 1か月となりました。 冬に向かい毎年のことではありますが、インフル

エンザが猛威を振るっております。今年はいつにもまして一気に広がっているように感じられま

すが皆様におかれましてはいかがお過ごしでしょうか。 

 

先日の文化の日に、ある中学校の定期演奏会へ行ってきました。「中学に行ってもいっぽには

来る」と言っていた T君ですが、吹奏楽部に入部し練習が忙しくて４月からは一度もここに来て

はおりません。部の先輩たちに恵まれて楽しんで部活生活を送っていることは、お母さんから聞

いておりました。 その T君は年長さんの時からいっぽに通い始めましたが、少し慣れてきたこ

ろ骨折をしてしまい、なかなか通ってくることができないまま小学校入学となりました。 ここ

では大人しく何も問題を起こせない子でしたが、家では大暴れをしたり暴言などはしょっちゅう

とのこと。 家以外で自分を出し切ることができない日々が続き、とうとう小学校卒業となりま

した。 中学に入って何か部活をするのか聞くと、「吹奏楽以外の部活、だって楽譜読めないも

ん・・・」。だったのですが、どういう心境の変化なのかわからないものですね。 お母さんに何

という楽器を担当しているのか聞いたところ、あまり聞いたことがない名前で全然覚えられませ

んとのこと。形的にはトロンボーンとチューバの中間くらいのヒントに対し、管楽器にあまり詳

しくはない私は「ああ！○○担当なんですね」と答えられるはずもなくその日の会話は終了しま

した。 

秋になり、お母さんが演奏会のチケットを届けてくださり（招待してくれたことがうれしかっ

たです）行ってきました。ステージの袖から、各パートごとに部員が出てきました。T君も○○

担当の部員と一緒に出てきました。 卒業した頃よりも体も大きくなってましたし、何より自信

に満ちた堂々とした立ち振る舞いでした。 

もう私の知っている T君ではないんだなあと、ぼろぼろ流れ出る涙を払いのけながら、立派に

成長した姿を追い続けました。 

 信頼できる先輩たちに恵まれ、社会で 

自分の居場所を見つけた T君、これから 

は彼の飛躍し続ける姿を思い浮かべつつ、 

今目の前にいる子どもたちに向き合おう 

と誓ったひと時でした。 

 

 

 

 

 

１２月スケジュール 
  

 いっぽでは、帯広空

港へ良く飛行機を見に

行きます。隠れスポッ

トは去年より滑走路と

の距離が広がりました

が迫力満点です。子ど

もたちの飛躍もこのよ

うにダイナミックなの

でしょうね。 
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小中学生編 

(

 

situnai 

 

situnai 

 

  

 寿果 

やきいも 

いっぽを卒業した先輩たちが、高校の学校祭をやっている

との事で見学に行ってきました。色々なイベントが催されて

おりグループに分かれてチャレンジ！ お化け屋敷に並んだ

子どもたち、順番が近づくと「やっぱりやめようかなぁ」と

可愛い言葉が聞こえます。先輩たちも元気いっぱいに、いっ

ぽの後輩を迎え入れてくれました。 

 

 今年のさつま芋は、私たちのちょっとし

た油断で羊たちにほとんど食べられてしま

ったので、他から調達したさつま芋で「焼

芋パーティ」を開催しました。下ごしらえ

から火起こしまで、子どもたちといっしょ

に・・・お昼には豚汁と一緒にこげこげの

サツマイモや、ちょうど良いホクホクなさ

つま芋が入り混じった楽しいお昼ごはんと

なりました。 

 

  

テント屋さんだった桑田先生

から昔懐かしい三角テント 10

人用と 4人用の新品二張をい

ただきました。子どもたちは

大喜びで遊んでいます。あり

がとうございます。世間では

ヴィンテージテントとして、

とてもレアのようです。 

いっぽ卒業生の学校

祭 

 

防災点検 
こどもたちにとっては新鮮なテント  災害時の避難訓練な 

どはマニュアル化され 

てはいますが、子ども 

たち自身で危険がどこ 

に隠されているのか結と弥生に分

かれて検証してみることにしまし

た。子どもならではの視点で発表

されスタッフもとても参考になり

今後の防災につなげていこうと思 

     います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

ひつじ組 編（未就学児）

 

(

 

situnai 

【戸外活動】 

秋が深まり、木の実や落ち葉などを集めて遊ぶ姿も多

かったですが、体を動かす事が大好きな羊組のみんな

ですので、かけっこ・鬼ごっこ・竹馬やボールあそび

等、寒さを忘れるほど全力で遊びきる日々でした！ 

健康な体と心を作り、この冬を寒さや風邪に負けずに

元気いっぱい過ごしてほしいです♪ 

 

 

【日常の風景】 
「これやりたい！」「朝はこの本読んで！」と伝えてくれることが増えてきたこの頃♪  

みんなで話し合って活動内容を考える中で、相手の意見に合わせたり受け入れたりすることも出来るよう

になってきています(^^) もちろんぶつかり合う事もありますが、成長の過程で重要！！見守っていきた

いと思います♪ 

 

今週も新たに“カニ歩き”“しゃがん

だ状態をキープしながらボールを左手

から右手へ持ち替える” 

といった新たなステップを追加し、体

のあらゆる土台作りを、みんなの好奇

心を掻き立てながら取り組めるようサ

ポートしています♪ 

【感覚統合あそび(運動あそび)】 

【制作活動】 
今月は勤労感謝の日制作に取り組みま

した♪ “秋らしい色の毛糸を紙皿に

巻き付け、上からボンドで木の実を貼

り付ける”という少し難易度が高い工

程に挑戦！！ 

失敗を繰り返し、スタッフのサポート

を受けながらも自分が拾った木の実が

こんな風になるんだ！と最後までじっ

くり取り組みました(^^) 

手首を回す動きが
難しい！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 
 

  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

学校から帰ると、桑田先生がいつものように、いつもの場所に腰かけて手仕事をしていま

す。そこに子どもたちがお話したり手仕事を手伝ったりと、自然に集まってきます。安心で

きるところに集まるのでしょうネ。3 世代 4 世代の大家族はこんな風景なんだろうな・・・ 

仲間が集まり始めると、大切な約束事の宿題に向かう流れが自然に出来上がっています。 

一輪車や野球、スケボーに縄跳びと、一人の挑戦から輪が

広がり、チャレンジが始まり、できた時の達成感をみんな

で味わっています。 

優しいお姉ちゃん 

ありがとう！ 

そして、おてつだ

いありがとう！ 

11 月 

スナップショット 


